
わ

災
に
な
っ
た
場
合
に
延
焼

す
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
条
件
を
加
味

し
て
被
害
想
定
が
算
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
和
歌
山
県

の
被
害
想
定
は
左
表
の
通

り
で
、
地
震
が
発
生
す
る

場
所
や
季
節
・
時
間
帯
に

よ
り
数
値
に
は
大
き
な
幅

が
あ
り
ま
す
。

　

地
震
の
揺
れ
や
津
波
、

火
災
に
よ
り
被
災
す
る
建

物
の
数
は
少
な
く
て
も
約

19
万
棟
に
の
ぼ
り
ま
す

が
、
こ
の
な
か
で
被
害
を

抑
制
で
き
る
可
能
性
が
最

も
高
い
の
は
火
災
で
は
な

い
か
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

死
傷
者
数
は
早
期
の
避

難
行
動
の
有
無
で
想
定
が

分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
特

に
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
は
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は
な
く
、
弱
く
て
も
長
い

揺
れ
が
あ
っ
た
場
合
は
迅

速
か
つ
主
体
的
に
避
難
す

る
こ
と
、②
建
物
の
耐
震

化
や
家
具
等
の
固
定
を
進

め
る
こ
と
、③
初
期
消
火

に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
、

な
ど
被
害
を
軽
減
す
る
取

り
組
み
を
お
こ
な
う
重
要

性
も
訴
え
て
い
ま
す
。

被
害
想
定
の
算
出

　

今
回
発
表
さ
れ
た
被
害

想
定
は
震
源
の
位
置
、
季

節
や
時
間
帯
、
風
速
な
ど

に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ

り
ま
す
。

　

震
源
の
想
定
域
は
東
海

沖
か
ら
日
向
灘
ま
で
幅
広

く
、
ま
た
陸
か
ら
の
遠
さ

も
家
計
す
る
た
め
８
つ
の

ケ
ー
ス
を
設
定
。

　

季
節
に
つ
い
て
は
、
冬

想
定
の
前
提
条
件

　

今
回
の
被
害
想
定
の
発

表
に
あ
た
り
、
中
央
防
災

会
議
は
、
科
学
的
知
見
に

基
づ
き
想
定
さ
れ
う
る
最

大
規
模
の
地
震
・
津
波
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
被

害
状
況
を
示
し
て
い
ま

す
。
次
に
発
生
す
る
南
海

ト
ラ
フ
地
震
が
必
ず
し
も

こ
の
想
定
通
り
の
規
模
と

は
限
ら
な
い
こ
と
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
津
波
に
対
し
て

は
、
東
日
本
大
震
災
な
ど

の
経
験
を
も
と
に
、
住
民

等
の
避
難
を
軸
に
、
土
地

利
用
、
避
難
・
防
災
施
設

と
組
み
合
わ
せ
、
総
合
的

対
策
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
国
民
一
人
ひ
と
り

が
、①
強
い
揺
れ
だ
け
で

南海トラフ地震の最新の被災予測をみる (1 )
　今年 3月末、政府の中央防災会議が、南海トラフ巨大地震の被害想定などの最新版を発表しました。ここ最近の防災対策などの状況を反映させた結果、
被害は前回（2013 年）想定よりも少なく予測されましたが、それでも最悪の場合、和歌山県内では 6万人を超える死者が出る想定となりました。一方で、
状況などに応じて被害想定は大きく変わることも明らかに。その内容とは・・・。

は
屋
外
に
出
て
い
る
人
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
み

ら
れ
ま
す
が
、
夏
は
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
外
に
出
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
海
水
浴

な
ど
で
海
に
近
い
場
所
に

滞
在
し
て
い
る
人
が
多
い

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

時
間
帯
に
つ
い
て
は
、

深
夜
に
発
生
し
た
場
合
、

多
く
の
人
が
就
寝
中
の
た

め
避
難
行
動
が
遅
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
昼
に

発
生
し
た
場
合
は
家
屋
内

に
滞
在
し
て
い
る
人
数
は

少
な
い
反
面
、
屋
外
に
い

る
人
が
多
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
夕
方
で
あ
れ
ば

夕
食
調
理
な
ど
で
火
気
を

使
用
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
火
災
の
危
険
性
が
高

い
時
間
帯
で
す
。

　

ま
た
、
風
が
強
い
と
火

避
難
行
動
に
よ
り
２
倍
か

ら
５
倍
の
差
が
あ
り
ま

す
。
津
波
か
ら
一
刻
も
早

く
逃
げ
る
こ
と
で
被
害
を

相
当
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

ま
す
。

被
害
を
減
ら
す
に
は

　

今
回
の
被
害
想
定
に
よ

る
と
、
１
９
８
１
年
以
前

に
建
築
さ
れ
た
建
物
の
耐

震
化
を
適
切
に
進
め
る
こ

と
、
家
具
等
の
転
倒
・
落

下
防
止
措
置
が
進
む
こ
と

で
、
死
者
数
は
現
時
点
の

予
測
に
比
べ
て
前
者
は
約

77
％
、
後
者
は
約
66
％
、

そ
れ
ぞ
れ
減
少
す
る
と
推

定
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
地
震
発
生
か
ら

迅
速
に
避
難
で
き
る
か
否

か
で
津
波
に
よ
る
死
者
数

は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
か

ら
、
住
民
等
の
自
主
的
な

避
難
の
た
め
の
意
識
啓
発

が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
最
近
一
般
家

屋
で
の
導
入
が
進
ん
で
い

る
「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」

の
設
置
が
進
め
ば
、
地
震

に
よ
る
火
災
を
か
な
り
抑

制
で
き
、
死
者
数
は
最
大

半
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
上
記
に
あ
る

被
災
想
定
は
住
民
の
力
で

さ
ら
に
軽
減
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

和
歌
山
県
も
今
回
の
中
央

防
災
会
議
の
想
定
を
ベ
ー

ス
に
し
た
県
独
自
の
被
害

想
定
の
検
討
と
防
災
対
策

を
進
め
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。
地
方
自

治
体
に
よ
る
防
災
・
減
災

の
取
り
組
み
も
も
ち
ろ
ん

大
事
で
す
が
、
一
人
ひ
と

り
の
取
り
組
み
が
進
む
こ

と
で
地
域
全
体
の
防
災
力

の
向
上
が
見
込
め
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、

和
歌
山
県
内
で
も
急
増
し

た
自
主
防
災
組
織
は
、
十

数
年
が
経
過
す
る
な
か
で

現
在
は
活
動
が
止
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る

と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま

す
。
い
ま
一
度
、
地
域
の

防
災
力
を
高
め
る
取
り
組

み
を
見
直
す
必
要
が
あ
り

そ
う
で
す
。（
志
場
久
起
）

和歌山を創る新聞「わかつく」
を読む会をしませんか
https://wnc.jp/works/wakatsuku

和歌山を創る新聞「わかつく」編集担当者が記
事について説明するする勉強会などのご希望を
承ります。わかやま NPO センターまでお気軽
にお問い合わせください。

みなさんの「地域を元気にする」活動を応援します！

和歌山ビッグ愛 9階にある和歌山県NPOサポートセンターは、県民のみなさまの公益的な活
動を総合的に応援する施設です。ご利用をお待ちしています！

和歌山県NPOサポートセンターをご利用ください

和歌山県内でNPO法人、NPO・ボランティア団体、公益社団・公益財団法人、
一般社団・財団法人などの組織形態で、公益性のある活動をおこなっている団体。
　※ ご相談や情報収集は個人・企業の方でもご利用いただけます。

▶ NPO法人の設立・運営（定款変更や事業報告、役員変更等）にまつわる実務
▶ NPO・ボランティア団体の運営実務
▶ 企業の社会貢献活動等のパートナーとしてのNPO法人等のマッチング など
※ ご相談は、窓口・メール・オンライン等で承っています。来所の場合はご予約ください。

ご 相 談

ご利用いただける団体
カラー印刷機、ポスタープリンタ、パソコンなどをご利用
いただけます（一部機器を除き、実費負担が必要です）。

各種事務機器

会議室を無料でご利用いただけます。
※ 会議室は和歌山県ジェンダー平等推進センター “りぃぶ
る”、和歌山県青少年活動センターとの共用で、申込み受付
と管理はジェンダー平等推進センターが担当しています。

会議室

当センターに届いたイベント情報や助成金等の活動支援情
報はブログ、メールマガジンで発信しています。

イベント情報 助成金等情報

メルマガ配信登録は
こちらから

情報ブログ・メールマガジン

▶ NPO・ボランティア団体のイベント情報の収集と発信
▶ 助成金をはじめとした各種支援情報の収集と発信
▶ 法律で定められたNPO法人の情報公開資料（事業報告書等）の閲覧・縦覧
▶ NPO等に関する書籍貸し出し等

情報収集・発信
和歌山県NPOサポートセンター
和歌山市手平 2-1-2　和歌山ビッグ愛 9階
受付時間 9:00 ～ 20:50（日曜は 17:30）
休館日：月曜・祝祭日・年末年始
TEL　073-435-5424　FAX　073-435-5425
E-mail　info@wakayama-npo.jp
わかやまNPO広場　https://www.wakayama-npo.jp/

◀カラー印刷機
ポスタープリンタ▶

どちらも利用団体登録が必要です。
なお、公益性のある取り組みに関
する印刷に限らせていただいてお
ります。
遠隔地の方を対象に印刷代行・発
送も受け付けています。
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南海トラフ地震における和歌山県被害想定（2025 年 3月発表）

出典：中央防災会議 防災対策推実行会議・南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ報告書（2025 年 3月）
「南海トラフ巨大地震モデル・被害想定手法検討会」において検討された複数のケースから、① 揺れについて「基本
ケース」「（震源が）陸側ケース」の 2つ、② 津波については東海・近畿・四国・九州のそれぞれで大きな被害が出るケー
ス 4つ、①と②をかけ合わせて 2×4＝8ケースを設定。8ケースの各々に、冬の深夜、夏の昼、冬の夕方の 3つの時季、
そして平均風速の場合と風速 8m/s のシーンごとに算出された数値の最少と最大の数字を記載。早期避難の呼びか
けと行動が早いケースを「早期避難高」、早期避難の呼びかけや行動が不十分なケースを「早期避難低」と表記。
数値はすべて概数のため、合計は一致しないことがある。

こども講談ワークショップ

日　程 8 月 9日（土）

 9 月 13 日（土）

 10 月 11 日（土）

 各 13:30 ～ 15:00

場　所 和歌山県立図書館

 文化情報センター

 ふれあいルーム

内　容 旭堂南和師匠を招

 き、講談について

 学びます。

参加費 無料

主　催 わかやま楽落会

詳細・申し込みは、katoku

0716@outlook.jp、または 0

90-9864-1344・山本さん

このコーナーでは和歌山市
NPO・ボランティア推進協
議会加盟団体から提供され
たイベント情報を不定期に
お届けしています。

和歌山市NPO ・
ボランティア
推進協議会だより


